
熱ルミネッセンス法による国産照射バレイショの検知
－ＥＮ１７８８法の適用可能性の検討－

安全性

技術の特徴
・ヨーロッパ標準分析法（ＥＮ１７８８）の国産バレイショへの適用可能性を検討した 。
・バレイショ付着土壌から分離したミネラルの熱蛍光を、基準線量（0.25kGy）照射の前後に測定し、
発光量の比（TL比）を用いて判別を行う。
・国内の異なる産地のバレイショに適用し、判別の可能性を検証。
・冷暗所で６ヶ月関保存された市販の照射バレイショの判別が可能。

研究の内容

今後の展開
香辛料等の食品の熱ルミネッセンス法による検知も、本法で対応可能である。
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熱ルミネッセンス（TL）法の流れ
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北海道産馬鈴薯に付着した鉱物のTLスペクトル
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（食総研でガンマ線照射処理）

士幌アイソトープ照射センターで照射された馬鈴薯から
得られた鉱物のTLシグナルおよびTL比の頻度分布
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計24サンプル

TL比平均
0.330±0.04
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ガンマ線照射した馬鈴薯の貯蔵５ヶ月後のＴＬ比の分布

（小売店経由で購入したものを照射後４～６ヶ月後に分析）
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